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新たな自治会支援の取り組みについて

●自治会を取り巻く状況

さまざまな地域課題…

・人口減少、少子高齢化

・核家族化、高齢単身世帯の増加

・自治会活動への関心の低下 など

一方、補助金などの自治会支援は、
社会環境の大きな変化に対応できていない状況
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●自治会（町内会）アンケートを実施

目的

・自治会組織の運営や活動内容に関する実態把握
・今後の自治会活動支援
・自治会の活性化

概要

調査日：令和３年１１月２６日～１２月１７日
回答数：３００自治会／３６５自治会
回答率：８２％
項 目：①自治会長について ②自治会運営について

③自治会活動について④市からの支援について

新たな自治会支援の取り組みについて
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●新たな自治会支援の在り方を検討

自治連ワーキング

第１回 令和３年７月２８日

第２回 令和４年２月４日

第３回 令和４年４月１１日

第４回 令和４年６月２４日

新たな自治会支援の取り組みについて
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●自治会アンケート、自治連ワーキングから

見えてきた自治会の状況…

新たな自治会支援の取り組みについて

・自治会人口が減少している

・役員の負担が増加し担い手も不足している

・伝統行事の継承が危ぶまれる

・自治会の存続が困難だ

・隣近所の付き合い、地域の絆の希薄化が顕著

・自治会活動への関心の低さを感じる
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1）令和時代のニーズを取り込む

（例）安全安心の確保や施設の維持管理経費の負担軽減

2）新たな地域コミュニティの形成

（例）小学校区単位の複数の自治会が協力した新たな枠組みによる絆づくり

3）小規模自治会への支援

（例）人口減少や少子高齢化で規模が縮小した自治会への新たな支援

新たな自治会支援の取り組みについて

●自治会と市が一緒に取り組みたい６つの方向性

（自治会の状況を踏まえて）
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4）地域の伝統継承

（例）開催が困難になった伝統行事を広く参加者を募集して開催

5）世代間の絆づくり

（例）高齢者に若者がスマホの使い方を教えるなどの新たな世代間交流

6）頑張る地域コミュニティのサポート

（例）地域に賑わいや絆を新たに築こうとする企画へのサポート

新たな自治会支援の取り組みについて

●自治会と市が一緒に取り組みたい６つの方向性

（自治会の状況を踏まえて）
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新たな自治会支援の取り組みについて

●今後の予定

・自治会と市が一緒に取り組む６つの方向性に

基づき、現在必要とされる自治会への支援や、

これからの時代に必要とされる施策の検討を、

引き続き進めてまいります。
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新たな自治会支援の取り組みについて

8

・現在行っている自治会へのサポート及び、
令和５年度から新たに取り組むサポート概要
を担当課が説明します。

●ここからは



新たな自治会支援の取り組みについて

●現在行っている自治会等への主なサポート内容
1）自治会振興交付金
2）自治会報償費
3）敬老事業補助金
4）交通安全灯設置（市が設置し地元で維持管理。要望は減少傾向）

5）地域集会所建設事業等補助金 新築（1/3、上限700万円）
6）地域集会所建設事業等補助金 修繕（1/3、上限500万円
7）地域ごみ集積箱設置費補助金（1/2、上限1箱4万円）
8）文化財保全事業等補助（1/2、上限は指定の種別で異なる）
9）元気なまちづくり事業補助金
10）自治会掲示板の現物支給
11）自治会回覧板の現物支給
12）小型除雪機の貸与
13）道普請 道路水路修繕資材の現物支給 9



新たな自治会支援の取り組みについて

●令和５年度から新たに取り組む自治会への
サポート概要

1）交通安全灯設置事業の補助金化
⇒新規設置と既設安全灯のLED化・撤去（ 国・府道も対象 ）

⇒撤去は街の安全性を維持できる範囲内

2）地域集会所建設事業等補助金の対象を拡充
⇒既存集会所の撤去、バリアフリー化を追加

3）自治会等が管理するインフラ設備も対象
⇒放送設備、防犯カメラ
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●自治会支援の窓口をワンストップ化


